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　公式訪問本日がスタートです。第１回目に平塚ロータ
リークラブに来ることが出来嬉しく思っております。鳥
山ガバナー補佐も公式訪問前で各クラブへの AG訪問も
大変だったと思います。平塚ロータリークラブもこの日
に合わせ活動報告書も間に合わせて頂き感謝しています。
記念すべき公式訪問にしたいと思っております。

　COVID-19 によって社会や人々の心が疲弊している今、
奉仕を責務とする我々が優先すべきことは、RI の今期の
テーマ及び地区活動目標に沿った活動を実践していくこ
と、そして地域社会や人々を元気に、そして豊にするた
めの活動の推進だと考えます。そのためには「奉仕は誰
かの人生だけでなく、自分の人生も豊かにする」という
ことを心から実感して行動し、そしてより多くの人々に
ロータリーの活動を理解していただく機会を提供するこ
とが必要と考えます。そこで今期は、大規模でインパク
トのある奉仕活動を実践しクラブの活性化に寄与すべく、
地区テーマ「ポリオ根絶と会員増強」をガバナー補佐と
ともにクラブの皆様と連携しながら地区方針（4つの柱）
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数値目標に取り組みます。

　2021-2022 年度のシャカール・メータ RI 会長のテーマ
「奉仕しようみんなの人生を豊かにするために」を掲げら
れています。これはロータリアンにもっと行動し、もっ
と成長せよ、そしてインパクトをもたらす奉仕プロジェ
クトを実行し、そのために会員を増やし参加者の基盤を
広げようということを意味しています。
　
2021-2022 年度 RI 会長優先活動項目
1．会員の増強 EACH ONE BRING ONE
2．女子のエンパワメントに焦点を当てる
3．ロータリー奉仕デーの実施（DO MORE GROW MORE）
4．世界ポリオデーの実施（ポリオの完全根絶に向けて）
5．ロータリーの 7番目の重点分野として新たに「環境
　  保全」を追加

　我々ロータリークラブは今後も継続して世界にインパ
クトをもたらす奉仕プロジェクトに取り組んで行くため
には、「奉仕は誰かの人生だけでなく自分の人生も豊かに
する」ということを理解する、多くのロータリアンの仲
間が必要です。そこで今期は、120 万人から横ばいの状
態が続いている会員数を 130 万人に増やすことを目標に
掲げ、そのために会員一人ひとりが、まず一人の会員を
入会させることを目標とします。

　世界には女子だからという理由で差別や不利益をうけ
たり、与えられるべき機会が与えられない状況が多数存
在します。そこで今期は、「女子のエンパワメント」に
焦点を当て、多様性、公平さ、開放性を責務とする我々

卓 話

「ガバナー訪問にあたって」

2021-2022年度 第８グループ
ガバナー　田島透様

ロータリアンがその改善に立ち上がります。メータ会長
重要方針に「女子のエンパワメントの向上」とあります
が、ここでいう女子とは主に児童から未成年の女子を差
し、発展途上国に多い児童婚や未就学の問題を捉えてお
ります。日本においては多少環境が違いますが、日本は
先進国の中でも女性の社会参画や地位の低さが問題にな
っており、このことについてロータリーも前向きに取り
組むべきであると考えます。女性の機会や地位の向上を
目指す取り組みは、女性ロータリアンが考え行動するこ
とが重要です。そのためにロータリーに女性会員を増や
し、彼女たちが自らの問題として捉えていることの解決
策を見出し、実践し、クラブの変革の一助となり、更に
は社会へのアピールを積極的に行っていただきたいと考
えます。より多くの理念を持つロータリアンを増やすた
めに、世界各地で 7つの重点分野に焦点をあてた 7回の
会長主催会議の開催と、ロータリアンとローターアクタ
ー、そして一般市民の参加を促すためのロータリー奉仕
デーを実践します。これまでのロータリーの 6つの重点
分野「平和と紛争予防・解決」「疾病予防と治療」「水と
衛生」「母子の健康」「基礎教育と識字率向上」「経済開発
と地域開発」に加え、新たに「環境保全」が追加されます。

2021-2022 年度地区活動方針
「地区ビジョンの実現」を目指します
行動目標：DO MORE 「END　POLIO」　GROW　MORE
　　　　　「MENBERSHIP」 「ポリオ根絶と会員増強」（奉
　　　　　仕の実践で会員基盤を強固にする）
行動計画：メータ会長の方針を踏まえ次の 2項目を挙げ
　　　　　ます。
1．ＲＩ会長テーマ理解と促進のサポート
　①ＲＩ会長テーマ「奉仕しようみんなの人生を豊かに
　　するために」を理解と推進
　②ロータリー賞への挑戦
　2．「地区ビジョンの実現」を目指します。
　　優先事項（1）「地域社会の変化とニーズをとらえる」
　　優先事項（2）「地域社会にインパクトをもたらす」
　　優先事項（3）「多様な人々との出会いとつながり」
　　優先事項（4）「積極的に行動します」

地区方針　4つの柱
優先事項 1　
地域社会の変化とニーズを捉える変化に適応出来る組織
への対応
1．地区ビジョンと行動計画理解と推進
2．クラブ・フューチャービジョン会議の開催
3．クラブ・デジタル化の推進

優先項目 2
ＩＭＰＡＣＴ　地域にインパクトを与える
1．世界ポリオデー（10 月 24 日）
2．会員基盤強化　9月25日～10月24日イメージ向上・
会員増強月間

優先項目 3
Encounter 様々な人々との出会いと繋がり
1．地域で活動するより多くの人たちとのネットワーク
を築く
2．青少年への支援（インターアクト・ローターアクト・

米山奨学生など）

優先項目 4　Action 行動します
1．ロータリー奉仕デー
2．1クラブ 1奉仕事業の継続

【1クラブ１奉仕プロジェクト】
　新型コロナウィルス感染症の流行により影響を受けて
いる事業者は多く、地元経済に深刻な影響をもたらして
います。クラブの基盤は地域社会です。地域に目をやれ
ば、コロナ禍で疲弊した飲食や観光産業などそれを支え
る流通・サービス業、また極度の緊張状態にある医療・
介護などのエッセンシャルワーカーなどの存在がありま
す。この方々に我々ロータリアンは地域の一員として、
「１クラブ１奉仕プロジェクト」でこれらの産業や職種に
元気を提供できる奉仕活動の実現を模索していこうでは
ありませんか。

女性ガバナー補佐　鳥山優子氏（2013-2014 桐本ＡＧ以来）
輝いている存在として注目されています。
平塚ＲＣクラブテーマ：ともに　ひらめき　きらめく
■クラブビジョン背名策定・済
■地区数値目標 100％以上達成・済
■神奈川中央交通（株）のポリオ根絶への奉仕協力
■→箱根登山鉄道へ、箱根登山バス、伊豆箱根バス、京
　急バスへの波及
■地域内くまなくロータリーのポスターが走る（メディ
　ア対策・世界発信）
■地区初のＢＩＧイベント（日本初の企画？）
■地区内全域でロータリー認知度の向上が期待されます。

世界ポリオデー（１０月２４日）
世界ポリオデー実行委員会（ガバナー補佐・全委員会協力）
　ポリオ根絶をアピールする
　地域を巻き込む（インパクト）
　地区委員会の横断的協力
　キャンペーン期間　９月２５日～１０月２４日（イメ
　ージ向上・会員増強月間）

１．ポリオ根絶キャンペーン活動（各グループ）
　　ガバナー補佐主導（ポリオ根絶祈願祭・コロナ終息
　　祈願祭・募金キャンペーン）
　　現在：寒川神社・箱根神社・伊勢原大神宮・平塚八
　　幡・亀が池八幡宮など
２．広報活動「車内中吊り広告・ラッピングバス」
　　神奈川中央交通バス・箱根登山鉄道・伊豆箱根バス・
　　京急バスなど
３．「ポリオ根絶サミットＩＮ2780」開催
　　インド・デリー南西ＲＣとのオンラインサミット・
　　基調講演（武田薬品、三木財団管理委員）「ブレス」
　　上演、ポリオ根絶キャンペーンの状況をＳＮＳ等で
　　発信する

ロータリー奉仕デー
　ロータリー奉仕デー：ＩＭ（フォーラム）に換えて奉
仕プロジェクトを実施する（実践的かつ行動志向のロー
タリー奉仕デーのイベントを計画・開催するよう、すべ
てのグループにお願いしています）参加者の少なくとも

25％は、現ロータリー会員以外、ＩＡ／ＲＡ／米山奨学
生、行政、市民など、あらゆる年齢・能力の参加者が参
加出来る奉仕の機会を提供する。グループの意義ある活
動を、地域社会の人びとに広く知ってもらう。

　「世界を変える行動人」のリソースを使用し、
＃RotaryDays と＃PeopleofAction のハッシュタグを付け
て、イベントの写真と成果をソーシャルメディアで紹介
する。イベント終了後、クラブ会員でない参加者へのフォ
ローアップを行い、今後のプロジェクトやクラブの活動
を知ってもらう。

　将来に会員となれる人たちをロータリーへと導くこと
のできるユニークな企画とする。
新型コロナ禍でのロータリー活動
　地区委員会は原則リアル開催としています。しかし、
場合によりハイブリッド開催としています。ロータリー
活動においては、一人ひとりが生活のあらゆる場面で、
「適切なマスクの着用」「アルコール消毒」「不必要な接触
はできる限りしない」「距離と換気」の基本的な感染防止
対策を徹底して活動を前提にしています。これからも今
まで以上に徹底した感染予防を行ってロータリーを実践
していこうと考えます。クラブ運営はクラブ独自の開催
基準に準じて下さい。ロータリーは人と人との繋がりを
礎としています。しかし、新型コロナウィルスの影響で
例会や行事ができない、親睦や奉仕の活動が出来ないと
いう方も多いでしょう。テレワークで（在宅勤務）をす
る人が多くなりオンライン会議ツールが普及しました。

　私たちはこの一年半にハイブリッド例会を習得しまし
た。これにより休会とせずにオンラインで例会を開催出
来ます。徹底した感染対策を講じて可能な限り対面で開
催を検討して下さい。また対面が叶わない時はハイブッ
ドで開催を検討下さい。Ｅクラブでなくともオンラインツ
ールを利用して例会を開いたり、仲間との会話を楽しん
だり、奉仕活動のアイディアを話し合ったりすることが
出来ます。「楽しい例会」は会員同士の絆を強くし会員
維持に繋がります。また「EACH ONE BRING ONE」で一
人でも多くの仲間を作り、お互いに刺激を受けあい、奉
仕の喜びを共感しあいましょう。それがロータリーの大
きな楽しみの一つと思っています。

　最後にもう一度シェカール・メータ会長の言葉を確認
します。
・船は港に戻れば安全です。
・船は目的の港に居ることではありません。大海に出て
   こそ船の目的が成就されるのです。
・変革者である我々は冒険でありメンテナンスではあり     
   ません。
・私達は奉仕し、みんなの人生を豊にするためのパワー
   と魔法を持っています。

　時代は変革期を過ぎ、既に新しい時代に突入しており
ます。ロータリーも新しい変化に対応していかなければ
なりません。時代の先を進まなければなりません。次の
世代に夢を繋いでいくのは “Mover’ s（変革者）” である
私達なのです！

2021-2022 年度 第８グループ
ガバナー　田島透
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　公式訪問本日がスタートです。第１回目に平塚ロータ
リークラブに来ることが出来嬉しく思っております。鳥
山ガバナー補佐も公式訪問前で各クラブへの AG訪問も
大変だったと思います。平塚ロータリークラブもこの日
に合わせ活動報告書も間に合わせて頂き感謝しています。
記念すべき公式訪問にしたいと思っております。

　COVID-19 によって社会や人々の心が疲弊している今、
奉仕を責務とする我々が優先すべきことは、RI の今期の
テーマ及び地区活動目標に沿った活動を実践していくこ
と、そして地域社会や人々を元気に、そして豊にするた
めの活動の推進だと考えます。そのためには「奉仕は誰
かの人生だけでなく、自分の人生も豊かにする」という
ことを心から実感して行動し、そしてより多くの人々に
ロータリーの活動を理解していただく機会を提供するこ
とが必要と考えます。そこで今期は、大規模でインパク
トのある奉仕活動を実践しクラブの活性化に寄与すべく、
地区テーマ「ポリオ根絶と会員増強」をガバナー補佐と
ともにクラブの皆様と連携しながら地区方針（4つの柱）

数値目標に取り組みます。

　2021-2022 年度のシャカール・メータ RI 会長のテーマ
「奉仕しようみんなの人生を豊かにするために」を掲げら
れています。これはロータリアンにもっと行動し、もっ
と成長せよ、そしてインパクトをもたらす奉仕プロジェ
クトを実行し、そのために会員を増やし参加者の基盤を
広げようということを意味しています。
　
2021-2022 年度 RI 会長優先活動項目
1．会員の増強 EACH ONE BRING ONE
2．女子のエンパワメントに焦点を当てる
3．ロータリー奉仕デーの実施（DO MORE GROW MORE）
4．世界ポリオデーの実施（ポリオの完全根絶に向けて）
5．ロータリーの 7番目の重点分野として新たに「環境
　  保全」を追加

　我々ロータリークラブは今後も継続して世界にインパ
クトをもたらす奉仕プロジェクトに取り組んで行くため
には、「奉仕は誰かの人生だけでなく自分の人生も豊かに
する」ということを理解する、多くのロータリアンの仲
間が必要です。そこで今期は、120 万人から横ばいの状
態が続いている会員数を 130 万人に増やすことを目標に
掲げ、そのために会員一人ひとりが、まず一人の会員を
入会させることを目標とします。

　世界には女子だからという理由で差別や不利益をうけ
たり、与えられるべき機会が与えられない状況が多数存
在します。そこで今期は、「女子のエンパワメント」に
焦点を当て、多様性、公平さ、開放性を責務とする我々

ロータリアンがその改善に立ち上がります。メータ会長
重要方針に「女子のエンパワメントの向上」とあります
が、ここでいう女子とは主に児童から未成年の女子を差
し、発展途上国に多い児童婚や未就学の問題を捉えてお
ります。日本においては多少環境が違いますが、日本は
先進国の中でも女性の社会参画や地位の低さが問題にな
っており、このことについてロータリーも前向きに取り
組むべきであると考えます。女性の機会や地位の向上を
目指す取り組みは、女性ロータリアンが考え行動するこ
とが重要です。そのためにロータリーに女性会員を増や
し、彼女たちが自らの問題として捉えていることの解決
策を見出し、実践し、クラブの変革の一助となり、更に
は社会へのアピールを積極的に行っていただきたいと考
えます。より多くの理念を持つロータリアンを増やすた
めに、世界各地で 7つの重点分野に焦点をあてた 7回の
会長主催会議の開催と、ロータリアンとローターアクタ
ー、そして一般市民の参加を促すためのロータリー奉仕
デーを実践します。これまでのロータリーの 6つの重点
分野「平和と紛争予防・解決」「疾病予防と治療」「水と
衛生」「母子の健康」「基礎教育と識字率向上」「経済開発
と地域開発」に加え、新たに「環境保全」が追加されます。

2021-2022 年度地区活動方針
「地区ビジョンの実現」を目指します
行動目標：DO MORE 「END　POLIO」　GROW　MORE
　　　　　「MENBERSHIP」 「ポリオ根絶と会員増強」（奉
　　　　　仕の実践で会員基盤を強固にする）
行動計画：メータ会長の方針を踏まえ次の 2項目を挙げ
　　　　　ます。
1．ＲＩ会長テーマ理解と促進のサポート
　①ＲＩ会長テーマ「奉仕しようみんなの人生を豊かに
　　するために」を理解と推進
　②ロータリー賞への挑戦
　2．「地区ビジョンの実現」を目指します。
　　優先事項（1）「地域社会の変化とニーズをとらえる」
　　優先事項（2）「地域社会にインパクトをもたらす」
　　優先事項（3）「多様な人々との出会いとつながり」
　　優先事項（4）「積極的に行動します」

地区方針　4つの柱
優先事項 1　
地域社会の変化とニーズを捉える変化に適応出来る組織
への対応
1．地区ビジョンと行動計画理解と推進
2．クラブ・フューチャービジョン会議の開催
3．クラブ・デジタル化の推進

優先項目 2
ＩＭＰＡＣＴ　地域にインパクトを与える
1．世界ポリオデー（10 月 24 日）
2．会員基盤強化　9月25日～10月24日イメージ向上・
会員増強月間

優先項目 3
Encounter 様々な人々との出会いと繋がり
1．地域で活動するより多くの人たちとのネットワーク
を築く
2．青少年への支援（インターアクト・ローターアクト・

米山奨学生など）

優先項目 4　Action 行動します
1．ロータリー奉仕デー
2．1クラブ 1奉仕事業の継続

【1クラブ１奉仕プロジェクト】
　新型コロナウィルス感染症の流行により影響を受けて
いる事業者は多く、地元経済に深刻な影響をもたらして
います。クラブの基盤は地域社会です。地域に目をやれ
ば、コロナ禍で疲弊した飲食や観光産業などそれを支え
る流通・サービス業、また極度の緊張状態にある医療・
介護などのエッセンシャルワーカーなどの存在がありま
す。この方々に我々ロータリアンは地域の一員として、
「１クラブ１奉仕プロジェクト」でこれらの産業や職種に
元気を提供できる奉仕活動の実現を模索していこうでは
ありませんか。

女性ガバナー補佐　鳥山優子氏（2013-2014 桐本ＡＧ以来）
輝いている存在として注目されています。
平塚ＲＣクラブテーマ：ともに　ひらめき　きらめく
■クラブビジョン背名策定・済
■地区数値目標 100％以上達成・済
■神奈川中央交通（株）のポリオ根絶への奉仕協力
■→箱根登山鉄道へ、箱根登山バス、伊豆箱根バス、京
　急バスへの波及
■地域内くまなくロータリーのポスターが走る（メディ
　ア対策・世界発信）
■地区初のＢＩＧイベント（日本初の企画？）
■地区内全域でロータリー認知度の向上が期待されます。

世界ポリオデー（１０月２４日）
世界ポリオデー実行委員会（ガバナー補佐・全委員会協力）
　ポリオ根絶をアピールする
　地域を巻き込む（インパクト）
　地区委員会の横断的協力
　キャンペーン期間　９月２５日～１０月２４日（イメ
　ージ向上・会員増強月間）

１．ポリオ根絶キャンペーン活動（各グループ）
　　ガバナー補佐主導（ポリオ根絶祈願祭・コロナ終息
　　祈願祭・募金キャンペーン）
　　現在：寒川神社・箱根神社・伊勢原大神宮・平塚八
　　幡・亀が池八幡宮など
２．広報活動「車内中吊り広告・ラッピングバス」
　　神奈川中央交通バス・箱根登山鉄道・伊豆箱根バス・
　　京急バスなど
３．「ポリオ根絶サミットＩＮ2780」開催
　　インド・デリー南西ＲＣとのオンラインサミット・
　　基調講演（武田薬品、三木財団管理委員）「ブレス」
　　上演、ポリオ根絶キャンペーンの状況をＳＮＳ等で
　　発信する

ロータリー奉仕デー
　ロータリー奉仕デー：ＩＭ（フォーラム）に換えて奉
仕プロジェクトを実施する（実践的かつ行動志向のロー
タリー奉仕デーのイベントを計画・開催するよう、すべ
てのグループにお願いしています）参加者の少なくとも

25％は、現ロータリー会員以外、ＩＡ／ＲＡ／米山奨学
生、行政、市民など、あらゆる年齢・能力の参加者が参
加出来る奉仕の機会を提供する。グループの意義ある活
動を、地域社会の人びとに広く知ってもらう。

　「世界を変える行動人」のリソースを使用し、
＃RotaryDays と＃PeopleofAction のハッシュタグを付け
て、イベントの写真と成果をソーシャルメディアで紹介
する。イベント終了後、クラブ会員でない参加者へのフォ
ローアップを行い、今後のプロジェクトやクラブの活動
を知ってもらう。

　将来に会員となれる人たちをロータリーへと導くこと
のできるユニークな企画とする。
新型コロナ禍でのロータリー活動
　地区委員会は原則リアル開催としています。しかし、
場合によりハイブリッド開催としています。ロータリー
活動においては、一人ひとりが生活のあらゆる場面で、
「適切なマスクの着用」「アルコール消毒」「不必要な接触
はできる限りしない」「距離と換気」の基本的な感染防止
対策を徹底して活動を前提にしています。これからも今
まで以上に徹底した感染予防を行ってロータリーを実践
していこうと考えます。クラブ運営はクラブ独自の開催
基準に準じて下さい。ロータリーは人と人との繋がりを
礎としています。しかし、新型コロナウィルスの影響で
例会や行事ができない、親睦や奉仕の活動が出来ないと
いう方も多いでしょう。テレワークで（在宅勤務）をす
る人が多くなりオンライン会議ツールが普及しました。

　私たちはこの一年半にハイブリッド例会を習得しまし
た。これにより休会とせずにオンラインで例会を開催出
来ます。徹底した感染対策を講じて可能な限り対面で開
催を検討して下さい。また対面が叶わない時はハイブッ
ドで開催を検討下さい。Ｅクラブでなくともオンラインツ
ールを利用して例会を開いたり、仲間との会話を楽しん
だり、奉仕活動のアイディアを話し合ったりすることが
出来ます。「楽しい例会」は会員同士の絆を強くし会員
維持に繋がります。また「EACH ONE BRING ONE」で一
人でも多くの仲間を作り、お互いに刺激を受けあい、奉
仕の喜びを共感しあいましょう。それがロータリーの大
きな楽しみの一つと思っています。

　最後にもう一度シェカール・メータ会長の言葉を確認
します。
・船は港に戻れば安全です。
・船は目的の港に居ることではありません。大海に出て
   こそ船の目的が成就されるのです。
・変革者である我々は冒険でありメンテナンスではあり     
   ません。
・私達は奉仕し、みんなの人生を豊にするためのパワー
   と魔法を持っています。

　時代は変革期を過ぎ、既に新しい時代に突入しており
ます。ロータリーも新しい変化に対応していかなければ
なりません。時代の先を進まなければなりません。次の
世代に夢を繋いでいくのは “Mover’ s（変革者）” である
私達なのです！



　公式訪問本日がスタートです。第１回目に平塚ロータ
リークラブに来ることが出来嬉しく思っております。鳥
山ガバナー補佐も公式訪問前で各クラブへの AG訪問も
大変だったと思います。平塚ロータリークラブもこの日
に合わせ活動報告書も間に合わせて頂き感謝しています。
記念すべき公式訪問にしたいと思っております。

　COVID-19 によって社会や人々の心が疲弊している今、
奉仕を責務とする我々が優先すべきことは、RI の今期の
テーマ及び地区活動目標に沿った活動を実践していくこ
と、そして地域社会や人々を元気に、そして豊にするた
めの活動の推進だと考えます。そのためには「奉仕は誰
かの人生だけでなく、自分の人生も豊かにする」という
ことを心から実感して行動し、そしてより多くの人々に
ロータリーの活動を理解していただく機会を提供するこ
とが必要と考えます。そこで今期は、大規模でインパク
トのある奉仕活動を実践しクラブの活性化に寄与すべく、
地区テーマ「ポリオ根絶と会員増強」をガバナー補佐と
ともにクラブの皆様と連携しながら地区方針（4つの柱）

数値目標に取り組みます。

　2021-2022 年度のシャカール・メータ RI 会長のテーマ
「奉仕しようみんなの人生を豊かにするために」を掲げら
れています。これはロータリアンにもっと行動し、もっ
と成長せよ、そしてインパクトをもたらす奉仕プロジェ
クトを実行し、そのために会員を増やし参加者の基盤を
広げようということを意味しています。
　
2021-2022 年度 RI 会長優先活動項目
1．会員の増強 EACH ONE BRING ONE
2．女子のエンパワメントに焦点を当てる
3．ロータリー奉仕デーの実施（DO MORE GROW MORE）
4．世界ポリオデーの実施（ポリオの完全根絶に向けて）
5．ロータリーの 7番目の重点分野として新たに「環境
　  保全」を追加

　我々ロータリークラブは今後も継続して世界にインパ
クトをもたらす奉仕プロジェクトに取り組んで行くため
には、「奉仕は誰かの人生だけでなく自分の人生も豊かに
する」ということを理解する、多くのロータリアンの仲
間が必要です。そこで今期は、120 万人から横ばいの状
態が続いている会員数を 130 万人に増やすことを目標に
掲げ、そのために会員一人ひとりが、まず一人の会員を
入会させることを目標とします。

　世界には女子だからという理由で差別や不利益をうけ
たり、与えられるべき機会が与えられない状況が多数存
在します。そこで今期は、「女子のエンパワメント」に
焦点を当て、多様性、公平さ、開放性を責務とする我々
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ロータリアンがその改善に立ち上がります。メータ会長
重要方針に「女子のエンパワメントの向上」とあります
が、ここでいう女子とは主に児童から未成年の女子を差
し、発展途上国に多い児童婚や未就学の問題を捉えてお
ります。日本においては多少環境が違いますが、日本は
先進国の中でも女性の社会参画や地位の低さが問題にな
っており、このことについてロータリーも前向きに取り
組むべきであると考えます。女性の機会や地位の向上を
目指す取り組みは、女性ロータリアンが考え行動するこ
とが重要です。そのためにロータリーに女性会員を増や
し、彼女たちが自らの問題として捉えていることの解決
策を見出し、実践し、クラブの変革の一助となり、更に
は社会へのアピールを積極的に行っていただきたいと考
えます。より多くの理念を持つロータリアンを増やすた
めに、世界各地で 7つの重点分野に焦点をあてた 7回の
会長主催会議の開催と、ロータリアンとローターアクタ
ー、そして一般市民の参加を促すためのロータリー奉仕
デーを実践します。これまでのロータリーの 6つの重点
分野「平和と紛争予防・解決」「疾病予防と治療」「水と
衛生」「母子の健康」「基礎教育と識字率向上」「経済開発
と地域開発」に加え、新たに「環境保全」が追加されます。

2021-2022 年度地区活動方針
「地区ビジョンの実現」を目指します
行動目標：DO MORE 「END　POLIO」　GROW　MORE
　　　　　「MENBERSHIP」 「ポリオ根絶と会員増強」（奉
　　　　　仕の実践で会員基盤を強固にする）
行動計画：メータ会長の方針を踏まえ次の 2項目を挙げ
　　　　　ます。
1．ＲＩ会長テーマ理解と促進のサポート
　①ＲＩ会長テーマ「奉仕しようみんなの人生を豊かに
　　するために」を理解と推進
　②ロータリー賞への挑戦
　2．「地区ビジョンの実現」を目指します。
　　優先事項（1）「地域社会の変化とニーズをとらえる」
　　優先事項（2）「地域社会にインパクトをもたらす」
　　優先事項（3）「多様な人々との出会いとつながり」
　　優先事項（4）「積極的に行動します」

地区方針　4つの柱
優先事項 1　
地域社会の変化とニーズを捉える変化に適応出来る組織
への対応
1．地区ビジョンと行動計画理解と推進
2．クラブ・フューチャービジョン会議の開催
3．クラブ・デジタル化の推進

優先項目 2
ＩＭＰＡＣＴ　地域にインパクトを与える
1．世界ポリオデー（10 月 24 日）
2．会員基盤強化　9月25日～10月24日イメージ向上・
会員増強月間

優先項目 3
Encounter 様々な人々との出会いと繋がり
1．地域で活動するより多くの人たちとのネットワーク
を築く
2．青少年への支援（インターアクト・ローターアクト・

米山奨学生など）

優先項目 4　Action 行動します
1．ロータリー奉仕デー
2．1クラブ 1奉仕事業の継続

【1クラブ１奉仕プロジェクト】
　新型コロナウィルス感染症の流行により影響を受けて
いる事業者は多く、地元経済に深刻な影響をもたらして
います。クラブの基盤は地域社会です。地域に目をやれ
ば、コロナ禍で疲弊した飲食や観光産業などそれを支え
る流通・サービス業、また極度の緊張状態にある医療・
介護などのエッセンシャルワーカーなどの存在がありま
す。この方々に我々ロータリアンは地域の一員として、
「１クラブ１奉仕プロジェクト」でこれらの産業や職種に
元気を提供できる奉仕活動の実現を模索していこうでは
ありませんか。

女性ガバナー補佐　鳥山優子氏（2013-2014 桐本ＡＧ以来）
輝いている存在として注目されています。
平塚ＲＣクラブテーマ：ともに　ひらめき　きらめく
■クラブビジョン背名策定・済
■地区数値目標 100％以上達成・済
■神奈川中央交通（株）のポリオ根絶への奉仕協力
■→箱根登山鉄道へ、箱根登山バス、伊豆箱根バス、京
　急バスへの波及
■地域内くまなくロータリーのポスターが走る（メディ
　ア対策・世界発信）
■地区初のＢＩＧイベント（日本初の企画？）
■地区内全域でロータリー認知度の向上が期待されます。

世界ポリオデー（１０月２４日）
世界ポリオデー実行委員会（ガバナー補佐・全委員会協力）
　ポリオ根絶をアピールする
　地域を巻き込む（インパクト）
　地区委員会の横断的協力
　キャンペーン期間　９月２５日～１０月２４日（イメ
　ージ向上・会員増強月間）

１．ポリオ根絶キャンペーン活動（各グループ）
　　ガバナー補佐主導（ポリオ根絶祈願祭・コロナ終息
　　祈願祭・募金キャンペーン）
　　現在：寒川神社・箱根神社・伊勢原大神宮・平塚八
　　幡・亀が池八幡宮など
２．広報活動「車内中吊り広告・ラッピングバス」
　　神奈川中央交通バス・箱根登山鉄道・伊豆箱根バス・
　　京急バスなど
３．「ポリオ根絶サミットＩＮ2780」開催
　　インド・デリー南西ＲＣとのオンラインサミット・
　　基調講演（武田薬品、三木財団管理委員）「ブレス」
　　上演、ポリオ根絶キャンペーンの状況をＳＮＳ等で
　　発信する

ロータリー奉仕デー
　ロータリー奉仕デー：ＩＭ（フォーラム）に換えて奉
仕プロジェクトを実施する（実践的かつ行動志向のロー
タリー奉仕デーのイベントを計画・開催するよう、すべ
てのグループにお願いしています）参加者の少なくとも

25％は、現ロータリー会員以外、ＩＡ／ＲＡ／米山奨学
生、行政、市民など、あらゆる年齢・能力の参加者が参
加出来る奉仕の機会を提供する。グループの意義ある活
動を、地域社会の人びとに広く知ってもらう。

　「世界を変える行動人」のリソースを使用し、
＃RotaryDays と＃PeopleofAction のハッシュタグを付け
て、イベントの写真と成果をソーシャルメディアで紹介
する。イベント終了後、クラブ会員でない参加者へのフォ
ローアップを行い、今後のプロジェクトやクラブの活動
を知ってもらう。

　将来に会員となれる人たちをロータリーへと導くこと
のできるユニークな企画とする。
新型コロナ禍でのロータリー活動
　地区委員会は原則リアル開催としています。しかし、
場合によりハイブリッド開催としています。ロータリー
活動においては、一人ひとりが生活のあらゆる場面で、
「適切なマスクの着用」「アルコール消毒」「不必要な接触
はできる限りしない」「距離と換気」の基本的な感染防止
対策を徹底して活動を前提にしています。これからも今
まで以上に徹底した感染予防を行ってロータリーを実践
していこうと考えます。クラブ運営はクラブ独自の開催
基準に準じて下さい。ロータリーは人と人との繋がりを
礎としています。しかし、新型コロナウィルスの影響で
例会や行事ができない、親睦や奉仕の活動が出来ないと
いう方も多いでしょう。テレワークで（在宅勤務）をす
る人が多くなりオンライン会議ツールが普及しました。

　私たちはこの一年半にハイブリッド例会を習得しまし
た。これにより休会とせずにオンラインで例会を開催出
来ます。徹底した感染対策を講じて可能な限り対面で開
催を検討して下さい。また対面が叶わない時はハイブッ
ドで開催を検討下さい。Ｅクラブでなくともオンラインツ
ールを利用して例会を開いたり、仲間との会話を楽しん
だり、奉仕活動のアイディアを話し合ったりすることが
出来ます。「楽しい例会」は会員同士の絆を強くし会員
維持に繋がります。また「EACH ONE BRING ONE」で一
人でも多くの仲間を作り、お互いに刺激を受けあい、奉
仕の喜びを共感しあいましょう。それがロータリーの大
きな楽しみの一つと思っています。

　最後にもう一度シェカール・メータ会長の言葉を確認
します。
・船は港に戻れば安全です。
・船は目的の港に居ることではありません。大海に出て
   こそ船の目的が成就されるのです。
・変革者である我々は冒険でありメンテナンスではあり     
   ません。
・私達は奉仕し、みんなの人生を豊にするためのパワー
   と魔法を持っています。

　時代は変革期を過ぎ、既に新しい時代に突入しており
ます。ロータリーも新しい変化に対応していかなければ
なりません。時代の先を進まなければなりません。次の
世代に夢を繋いでいくのは “Mover’ s（変革者）” である
私達なのです！

田島ガバナーとの懇談会報告
　ガバナー公式訪問例会の前段と終了後に、田島　透ガ
バナー・鳥山優子ガバナー補佐を交えての懇談会を開催
させて頂きました。まず前段の懇談会は平塚ＲＣ理事役
員と地区への出向者、そしてガバナー補佐経験者を交え
て２３名での懇談会として開催させて頂きました。

　田島ガバナーのご挨拶にて懇談会が始まり、柏手会長
の進行により出来上がった活動計画書を元に、平塚ＲＣ
の今年度の流れ等を紹介させて頂きました。田島ガバナ
ーからは、平塚ＲＣは以前から模範的であり見習うクラ
ブとの言葉を頂き、また昨年発表されたクラブビジョン
についても素晴らしいとのお言葉を頂きました。この後
も短い時間でしたが、有意義な懇談会となりました。そ
して、例会終了後の懇談会は、入会５年未満の会員を中
心に全会員対象の全 23 名出席で開催させて頂きました。
　
　まず始めに柏手会長よりポリオの世界と日本との状況
を質問され、田島ガバナーより世界の状況報告があり、
ロータリーのこれまでの活動により、根絶まであと一歩
の所まで来ている、あと３年発祥しなければ根絶宣言が
出せますとの強い言葉を貰いました。また新会員からも
様々な質問があり、田島ガバナーの長年の豊富な経験や
活動からの知識を頂けました。全体を通して、本日の公
式訪問卓話、懇談会で各自が何のために、何を目標に向
かっていくのかが具体的に理解できたのではないかと思
います。

　大変有意義な時間を過ごすことが出来たと思いました。
ご参加頂いた皆様に心より感謝申し上げます。

幹事　米山俊二

例会後に行われたガバナーと
会員との懇談会

ガバナーと理事・役員
との懇談会

田島ガバナーをお迎えの鳥山 AG、柏手会長、米山幹事



卓話・行事予定

市内例会変更

メークアップ（MUP) 0名

ゲスト 1名

ビジター 0名

7月22日(木)
7月29日(木)

委員会報告

R財団・米山奨学会寄付者表彰

今週のお祝い

誕生日祝い・・・升水一義会員、原田篤志会員
結婚祝い　・・・小林誠会員、永瀬剛司会員

祝日の為休会
卓話：（株）いかす 代表　白土卓志様

本日のスマイル 23名

ロータリー財団より20－21年度 6月に寄付をされた江藤
博一会員にポールハリスフェロー認証の認証状とピンが
送られて来ましたので、表彰式を行いました。

現在ございません

平塚ロータリークラブ 週報 3319号

クラブ会報委員会　◎ 平井 敬規　○ 関口 幸恵　菅沼 久志　松本 崇

ふじさわ湘南RC　　田島　透ガバナー

◎先週もお願いいたしましたが、7月3日の熱海伊豆山集
　中豪雨の被災者の方々に地区より義援金をお送りいた
　しますので、皆さまのご協力を再度お願い致します。
　できましたら、お一人1,000円以上のご支援をお願い
　致します。

◎本日の例会終了後、田島ガバナーとの懇談会が開催さ
　れます。
　入会5年未満の会員が中心ですが、全会員対象とします
　ので、多くの会員にご出席をお願い致します。

◎本日、今年度の活動計画書と会員名簿が配布されまし
　た。またクラブの会員証を作成いたしました。
　これは有効期限が1年間となっておりますので、今年度
　の新しいものを受付にて受け取って下さい。

◎今年は7月19日の海の日が22日に移動となり、来週の
　22日(木)の例会は休会となります。
　お間違えの無いようお願いいたします。次回の例会は
　7月29日となります。

幹事報告

○クラブ会報・IT委員会　平井敬規委員長
　本日受け取られました活動計画書の中にあります「地
　区内ロータリークラブ系統図」をHPにも掲載しており
　ますのでご覧ください。

○公共イメージ委員会　　木村義広委員長
　END POLIOオックスフォードシャツのお申込みを受け
　付けております。今後、世界ポリオデー等で着る機会
　があるかと思いますので、お申し込みをお願い致します。

入会式

湘南ステーションビル(株)平塚店　
取締役平塚店長　下平昭彦（しもだいら　あきひこ）様
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